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社会主義貿易と効率問題

鈴　　木　　重　　靖

は　し　が　き

　社会主義国における外国貿易の効率問題については，1954年，ハンガリーの

チボーtル・リシカとアンタル・マリアシが，同国経済学雑誌「国民経済評論」

において「収益性と国際分業」なる共同論文でこの問題を最初に取上げてから

既に12年，またわたくしが，東欧諸国を中心とするこの問題にかんする諸見解

を紹介（「社会主義における外国貿易の利益について」山口大学東亜経済研究

第3集・1958年12月）してから8年，この問題にかんする研究もかなり歴卑的

に古いものになってきた。一時この研究において東欧諸国からおくれをとって

いたソ連邦でも，最近では，かなり進んできているようだし，これらの紹介

も，沢田干一郎，宮鍋幟，梅津和郎の諸氏によって行われている。

　この問題の研究が全体として進んできたことは，勿論それなりの必然性があ

り，それ自身非難の対象になるようなことではない。しかし，同時に，単に貿

易の効率計算の技術的方式の研究にのみ走りすぎ，貿易の効率の内容そのもの

にっいての研究なり，その意義についての研究なりが，ややおろそかにされて

きた傾向がないとはいえない。

　わたしは以下本稿において，効率問題についてのこれまでの研究を概観する

と同時に，その問題点を指摘し，併せて，この問題研究の今後の進むべき方向

について，わたしなりの見解を述べてみたいと思う。

1　社会主義貿易の効率とは何か

　　1　用語について

社会主義貿易の効率とは何かということについて，その内容を論ずる前に，

その言葉の表現について，極く簡単にみてみよう。

　社会主義貿易の効率とは，ロシア語のs（PtPeKTHBHeTCTb　coHHan”cTvaqecKoti
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、He皿Heth。。P，・BJIvaまたドイツ語のEff・ktivitat　d・・　s・zi・1i・ti・ch・n　Au－

ssenhandelsの日本語訳であるが，文字通りの意味としては・社会主義国の

外国賜が，その国ないし他国にあたえる効果の性質つまり効雑・および効

果の度合，つまり効果率といったものをあらわしている。社会主義貿易の効率

は必しも経済的なものに限られないが，経済学の対象となるものは，主として

その繍的効率であり，したがって社会主瀬易の効率は・これを簸で解釈

するときには，社会主義貿易の経済効率oKoHoM四ecKafl　9ΦΦeKTHB前cTb

，。四、，，1。，T四ecK・ti　BH・田H・ti・・P・・BJIva，6k・n・mi・ch・Eff・ktivitat　des

sozialistischen　Aussenhandelsと表現され，他の，たとえば・社会主義貿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り易の社会的効率06mecTBeHHaH　3ΦΦeKTHBHocTb　coUHa」IHcTHqecKoH　BHe田一

H，il。。P，・BJIII，9・・ell・ch・ftli・h・Eff・ktivitat　des　s・zi・1i・tisch・n　Au－

ssenhandelsと区別されることがある。　　　　・
　また社会主義貿易の経済効率と関係する用語として，外国貿易の国民繹済収

益性v。lk、wi・t・ch・ftli・h・R・nt・bilitat　d・・Aussenh・nd・1・あるいは単

に外国貿易の収益性Rentabilit翫des合ussenhandelsという用語がある。

これは，社会主義貿易の経済効率のうち，外国貿易およびその基礎にある国際　．

分業を通して実現される社会的労働の節約あるいは純収入の獲得（の程度）を

価値ないし貨幣表示をもってあらわす場合に用いられるものである。この社会

主義貿易の国民経済収益性という用語は，これまで非常にひろく利用されてお，

り，社会主義諸国の間では一種の国際用語とさえなっている。もっとも東欧諸

国では最近このr収益性』R・nt・bilitatという用語が「外国貿易の経済効率

の指標としてもっとも適当な表現であるかどうかが時々議論の対象となってい

る」①ようである。そして最近では，この用語も前ほど見られなくなっている

ようであり，特にソ連邦では，経済効率ないし効率という用語一本に事実上し

ぼられているようである②。
　また効率（ないし効性）としての9ΦΦeKTHBHocTb，　Effektivitatという用

語のほかに，吹のような用語が用いられることがある。たとえば，東ドイツで一

はNutzen　d。，　Aussenh・nd・1・，　Nut・eff・kt　des　Aussenh・ndels・まアこ

漣では。ΦΦ，KT　・H・ru・・Pt・・P・・BnHなどである・とれらの用語は・9ΦΦe－

KTvaBHocTb，　Effektivitatと用語としては若干の意味の相違があるが・使用さ

れている内容をみてみれば，事実上両者に大差はないとみてさしつかえない。

　①B．qepHHHcK臨∂KoHoMHKa　co叩a刑cT四ecKo勇BHe田Heti　ToP「oBnx・。

　　MocKBa，　1963，　cTp・48・
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②但しソ連のボリセンコのみは，．まだ収益性という用語を使用している。

A・B・P・ceHK・・K・・np・cy・6・ΦΦ・・T・BH・cTn・・q・・nH，T。。，。。。th。H。田。，th

T・pr・BnH・No・10，1964，　cTp．11．

　　　2　重来の諸見解

　社今主貿義易の効率とは何か・ということについては従来，東欧諸国を中心

として各国の経済学者その他の論者が述べてきたが，その中のいくつかのもの

をピックアップして論じてみよう。

　社会主義貿易の効率問題についての最初の国際学術会議（1957年11月プラハ

で開催，チェコスロバキア，ブルガリア，中国，東ドイツ，ユーゴスラビア，

ポーランド，ルーマニア，ハンガリー，ソ連邦の経済学者と実務家が参加）で

の報告者であり，’初期のこの問題の研究において最も大きな影響をあたえたと

考えらるチェコスロバキアの経済的学者V．チェルニアンスキーの見解から先

ずみてみよう。彼によると外国貿易の効率はこれを四つに大別することが出来

る。

　第1は・社会的効2￥K　ges8ellschaftiche　Effektivitat　des　Aussenhandels

である。これは最も包括的な概念であって，社会主義国の貿易が社会主義社会

に対しておよぼす効果の総体である。経済的および経済外的な多くの要素から

なる。第2は・経済的効率6konomische　Effektivitat　des　Aussenhand．

elsである。これは社会的効率より狭い概念であって，社会的効率から経済外

約要素融差引いたもの，つまり経済的要素だけからなる効果である。第3は，

国民経済収益性volkswirtschaftliche　Rentabilitat　des　Aussenhandels

である。これは，経済的効率の一部を構成するものであって，その内容とする

ところは，外国との商品交換によってもたらされるところの社会的労働の節約

程度である。第4は，外国貿易の諸機関その他外国貿易の業務にかんする収益

性である①。

　このチエルニアンスキーの見解に対して東ドイツのR・チー・・レとR・ブラウ

アが見解を発表した。

　R・チーレによると社会主義貿易の効用は3つに大別される。その第fは，

総効用Gesamtnutzen　des　sozialistischen　Aussenhandelsであって，こ

れは経済的及び非経済的効用を含む。第2は，経済的効果6konomische

Nutzeffekte・des　sozialistischen　Auss6nhandelsである。経済的効果と

は，外国貿易によって社会の総生産が増加することあるいは剰余生産物がえら
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れることである．経済的効果は現物的にまた鰹的に表現されるが・後者が国

民経済収益性であり，内容的には外国貿易によって得らる純収入R・ineink°－

mmenである。　この点，チエルニアンスキーが，国民経済収益性をもって経

済的効果の一部を表示するものと把握して・・るのは誤りである・外国貿易の国

民繍収益性は，外国貿易の経済的効果の部分ではなくして・その全体の鰹

的表現である。第3は，経済的効果を卿こ分割したもので・酵的騨的効果

direkt。6k。n。misch。　Nutzeff・kt・と間接的経済的効果indirekt・6k°m

nomische　Nutzeffekteである。直接的経済的効果とは国際商品交換によっ

て社会的労動櫛約されることである．ま燗接的経済的効果とは，たとえば・

労働手段あるいは労働対象が輸入され，これによって労働生産力が増大するこ

と，また輸入された商品のおかげで，これを国内で生産するに必要でうったは

ずのフオンドおよび生産手段が他の目的のために合理的に転用されるようにな

ること，あるいは輸入財あるいは輸出による販路の拡大によって現存の生産能

力が増大することなどである．チェルニアン狩一は・ただ直撚経済的効果

のみをとりあげ，これが国民経済収益性のすべてであると誤解しているが・間

接的経済的効果から得られた純収入掴民経済収益性の内容である②・

　R．ブラウナの見解は，チーレのようにチエルニアンスキーに対する批判的

なものは含んでおらず，むしろその補足である。ブラウアの補足はこと細かに

わたっており詔介すると長くなるので省略するが・ただ・彼が・外国貿易の

効果をみんがためには，1つの指数ないし指標で完全に表現することは不可能

で，このためには，多くの経済的計算および数字にあらわれ得ない重要な経済

的および非繍的要勲舗しなければならない・といっていることだけを指

摘しておこう③。
　　このブラウアの見解つまり，外国貿易の国民経済的経済効率を何らかの単一

の指標でもって表現することが現段階において不可能であるとの強調は，ブラ

ウアの他に当時の東ドイツの経済学者，たとえば，ブレッシング・ニイツ・チ

ー
レのいずれもが指摘しているところである。

　　なお以上のブラウア・チーレ等は東ドイツの経済学者であるが，東ドイツで

は，さきのプラハでの国際学術会議に先だって外国貿易の経済効率についての

討論が行なわれており，その結果が，1957年同国の経済誌『外国貿易』におい

て明らかにされた。H・ブレッシングによると，斗論の参加者の大多数は次の

　ことを指摘した。社会主義貿易の基本的経済任務は結局，社会的労働の節約で

　あり，したがって社会的労働の生産性の上昇であり・全社会の需要をより完全
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に充すことを助けることである。言葉のひろい意味で，外国貿易の国民経済的

効率は・輸出および轍活動の酸の結果としての繍効率のみでなく，＿連

の他の要素一当該国の社会主義の基礎を強化すること，就業率を確保するこ

と等一一をも含む。また，外国貿易の経済収益性は，国民経済効率の部分であ

り，国際分業を利用することによって実現される社会的労働の節約の貨幣的表

現と理解されている④。

　社会主義貿易の効率にかんしては，申国の経済学者も研究を行っている。　（

前にあげたプラハの学術会議にも，申国代表としてイアオ．d　．一スウが参加し

ている）もっともわたgの手もとに入ったところでは1958年頃までのそれであ

って・　その後・　この問題の研究がどう展開していっているかは明らかではな

い。恐らく最近の中国のソ連・チェコ，東ドイツ等とのイデオロギー的対立か

ら推察すれば・あまり・進んでいないのではないかと思われる．それはともカ、

く，中国の北京外国貿易研究所の貿易部門の部長であり（あった？）また同研

究所の社会主義貿易講座の主任である（あった？）シャン・シュウスウおよび

シュウ・ショ之ジュンのいうところをきいてみよう。

　　「われわれの考えは次のようである。社会主義経済体制が外国貿易の本質を

規定するということ。そして抽象的な，経済体制に依存しないような，そのよ

うな外国貿易の本質は存在しえないということ。たとえ外国貿易が社会的労働

を節約する重要な手段であるとしても，社会主義国の外国貿易の全本質をただ

それだけでいいあらわすことは出来ない。

　社会主義貿易の現実を評価する場合には次の3つの側面から考察しなければ

ならぬ。

　　自国の経済的課題

　　兄弟国との経済協力

　　資本主義国との経済関係

　人はそれぞれの国，一定の時代，現行の経済課題，国際分業の異なる発展段

階，および時々の異なる内的外的条件に応じて，現在の具体的状況と将来の発

展の可能性を審理しなければならぬ。人はただ当該国の立場からだけでなく，

また社会主義世界体制の生産力の発展から出発しなければならない。人がこの

問題を全体的な発展的な観点から考察する時にのみ，社会主義貿易の現実の全

面的考察に到達するだろう。」

　殆ど同じ見解を・イアオ・イースウが前掲のプラハの学術会議で発表してい

る⑤。
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　じたがって，社会主義貿易はこれを単に現在の社会的労働の節約という観点

からのみ評価することは全く不充分である．たとえば経済的におくれた社会主

義国は，何よりも「資源の開発」のため1こ・その国の「重工業化」のtcめに・

また「技術水準の向上」のために，貿易をすべきである・つまり「生産力の将

来の発展」とい瀬点から貿易拷えな1ナればならない・この場合には・個々

の貿易の直接の労働節約の問題は従属的なものである。

しかしたとえ「これら経済的におくれt社会犠国の主要課題が社会主義工

業化で励，そしてこのことが労駐産性の将来の高揚に役立つとしても・こ

の目的を最大可能な僅少の社会的労働支出でもって達成するよう考慮すべきで

ある．」つまり「他国との商品交撚よってその国の社会的労働のある節約を

達成する」という国民繍収益性を舗すること1泌要である・が・この「外

国貿易の国民経済収益性という鵬は，外国貿易の効果一Wよりはるかに狭義

なものであり，それはただ一定時期こおける状態にのみ関係するのであり・外

国貿易の効果のただ一部分であり，繍外的要素のすべて1ま嫌のこと・繍

的要素のすべてをも完全に含まない」のである。

　この点，チェルニアンスキーの国民経済収益性の定義とシャンらの定義とは

一
致している⑥。

　以上は，社会主義貿易効率研究のいわば前期の段階の諸見解の紹介であるが，

ここで少し，後期の段階のものをあげてみよう。これらの研究は非常に数多い

、

が，全体として効率なり効果なりの定義や本質や内容を鰹するよりも・むし

ろ，その量的測定方法の発見に重点がおかれてきている。もっとも，A・ボリ

センコやB・シャスチトコがいっているように「経済効率は，社会主義国の経

済学者達の考えによれば，外国貿易備造と方向と敏定する場合のPIE一の基

準ではない．外国賜の離を形成する際の終局的な決定は非経済的要素一

あ楊含には基本的意義鞭得する一を考齢入れなければならない⑦」と

のことであり，一応，経済効率だけ噸ることをし・ましめている・しかし・lo

　．コルムノフやB・ラディギンが指摘している「最小の支出でもって最大の結

果を得ることは，単に個々の社会主義国の経済生活の法則のみならず，すべて

の兄弟国の経済生活の法則である⑧」との見解からうかがえるように，また19

62年6月，コメコン加盟国の共産党，労働者党代表者会議で採択された，いわ

ゆる『社会主義国際分業の基本原則』の中でいわれている「社会主義国際分業

の目的は，社会的生産の効率をたかめること」という論述からも推察されるよ

　うに，特に貿易の効率を高めるζと，直擦には・国民経済収益性を高めるζζ
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　に，しかも，その実際の算定方法の発見にいまいよ重点がおかれていって’いる

ことは間違いないように思われる・カS，とも’
かく，効率や収益性の定義や意味

　についての研究が全然なくなったわけではないから，いまこれらのうちのいく

　つかについて紹介してみよう。先づ，チェコスロバキアと東ドイツの経済学者

の共同縫になるところのr社会蟻賜と外国貿易業務の効果』なる舘に

　あらわれた見解からみてみよう。

　　社会主義貿易の効用には直接的効用と間接的効用があり，両者を含んだもの

　が総効用である。外国貿易の総効用Gesamtnutzenという概念は，社会主義

　国民経済の総効用の1つの主要構成部分であり，外国貿易の政治的および経済

的成果と・これらの成果を実現するに必要な社会的労働の支出との関係であ

　る。

　　ここに政治的および経済的成果とは，外国貿易を通しての　a）自国の国民

経済内における，また他の社会主義国における社会的労働の節約，b）社会主

義拡大再生産における需要と供給との正しい釣合を確保することに役立つこ

　と．c）社会的総生産および国民所得の増大，　d）住民の生活水準の昂揚に役

立つこと，e）政治，国防，文化その他非経済的課題を果すこと，である。

　また，これら成果を実現するために必要な社会的労働の支出とは，a）輸出

商品を生産するに必要な社会的労働の支出，b）輸出および輸入を含む外国貿

易活動に直接必要な社会的労働の支出全体である。

一 社会主義労働の総効用から間接的効用を差引いたもの，つまり直接的効用に

関係するのが・外国貿易活動の効果Nutzeffekt　der　Aussenhandelstati－

gkeitである。外国貿易活動の効果は，いかにして有利な商品構造を外国貿易

の機構を通して実現するかという問題（収益の問題を含め）を取扱う。外国貿易

活動のうち，直接に測定可能な経済的効果を貨幣的に表現したものが社会主義

貿易の収益性Rentabilitat　im　sozialistischen　Aussenhandelである。そ

して，貨幣的に表現された支出と成果との比率が，収益率Rentabilitatsrate

であり，それはパーセンテージであらわされる。この収益性には，a）外国貿易

という経済部門全体に関係する収益性，b）個々の外国貿易企業の収益性，

c）外国貿易業務の収益性に分けて考えることが出来る⑨。

　また新しいところでは・B・ゾトフやF・シヤガロフの見解がある。彼らに

よると，外国貿易の経済効率とは広い概念であって，一つは，輸出生産物の生

産が輸入財の自国での可能的生産より安価で行はれうることの結果として社会

的労働が節約される一利用可能な国民所得の増大一ということ。これは直
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接的な外国貿易の効果である。もう1つは，外国賓易なり国際分業なりが国の

’国民経済の発展にあたえる肯定的な諸影響であってたとえば，工業や農業構造

を完全にすること，諸部門の最新技術による装備，　国の自然資源の合理的利

用，国民経済における釣合を一層短期に実現すること，等である⑩。

　みられるように，最近に到るまで，外国貿易の効率あるいは収益性の定義な

いし意味について，特に目新しい研究はない。むしろ，チエルニアンスキーに

よって確立されたものの確認あるいはその整理に終っているようである。すな

わちまず社会主義貿易の効率が，直接的な労働節約だけでなく，広い，間接的

な経済的・政治的効果を含むということ。直接的な経済的効果は，貿易を通し

ての社会的労働の節約，あるいは支出と収入（＝結果）との差たる純収入を増

大さすことであり，この程度をあらわすも＼のが，外国貿易の収益率である。特

にこの直接的効果，つまり収益率の上昇に大きな注意がはらわれている。

　　「外国貿易はたんに輸出生産物の社会的生産費を実現するように努めるのみ

でな（，これをこえて社会的純収入を高めるように努めなければならない⑲」

　　「外国貿易は直接に国民所得の上昇に役立づ。　すなわち，　低い価格でもっ

て，つまり高い労働生産性でもってある生産物を生産し，その代りに，高い費

用でつまり低い生産性で生産する商品を輸入することによってである。⑫」

　これらの言述も，すべて社会主義貿易の収益性の重要性を指摘するものであ

る。なお収益性に代表される貿易の効率が，支出と成果との対比ではかられる

という場合，支出の中に，単に生ける労働のみでなく死せる労働部分一投資

額を含む一をも考慮するようになったのが最近の特徴の1つでもある。これ

は具体的には，効率計算式の中に投資必要度あるいはフオンド集約度といった

概念を最近導入するようになったことにあらわれている。が，算定式について

は後に述べるので，これについてはこれ以上ここではふれない。

①V，Cerniancky，1）er　Aussenhnadel・Nr・7／57　u・Nr・15／57

②R．Thi・1・，加・v・lk・wi・t・ch・ftli・h・n　R・nt・bilitat　des　Aussenhand・ls・

　Wirtschaftswissenschaft，　正left　3／1958．

③R．Brauer，　Zur　Frage　des　volkswirtschaftlichen　Nutzeffekts．des

　Auss6nhandels，　ebenda．

④B．1皿acTKTKo，　MeToAhl　onpeAeneHua　gKoHoMvagecKoB　gtP　OPeKTvaBHocTH．　BH－

　eulHeil　ToproBJIH　B　r八P，　BHe田H朋ToproBJIH　No・1，1962　cTp・17－18・

⑤プラハの学術会議での各国代表の見解の紹介は，R．　Brauef，　Zur　volkswirts－

Ch．。ftlich・n　R・ptabilitat　des　AUssenha・d・1・der　s・・三・li・ti・ch・n　Lander・
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　vrirtschafiswissensenschaft，　Heft　2／1958において行なわれている。

⑥Schan　Shu－ssu，　SsU　Sh6n－dj”n，　Die　Rentabilittit　des　Aussenhandels，

　De’r　A　assenhandel，　Nr．12／1959　u．14／1959．尚，上記論文は中国の経済学雑誌

　「外国貿易研究」1958年1月号に掲載されている。

⑦A．BopMceHKo，　B．田acTHTKo，　Bonpocbl　gKoHoMmuecKova　aΦΦeKTHBHocTb

　BHeulHeH　Top「oBnH　B　couHa朋cT四ecKHx　cTpaHax，　BHe田H朋ToproB朋，No．5，

　1962・　CTP．25．

⑧K）．KopMHoB，　B．　nanblrHH，　Bonpocbl　bKoHoMHqecKova　gΦΦeKTHBHocTH　Me－

　＞KAyHapozlHgro　colmaJlucTHqecKoro　na3AeneHua　Tpyna，　BH6田HHH　ToproB，πH，

　No．2，　1963．　cTp・20．

⑨J．Nykryn　u．a．，Der　sozialistische　Aussenhandel　und　der　Nutzeffekt

　der　Aussenhandelsgeschafts，　Ber］in，1962．　S．43～48．

⑩0・T・5…一・・P・n・・∂・・H・M田ecKa蜘φ・K・・BH・cTb　M・＞K・Y・ap・A・…

　pa3！1eJleHma　TpyAa・　1＞tocKBa，　1965，　cTp．81～82．

⑪J．Bμrberg，　Neue　Wege　zur　Steigerung　der　Exportrentabilitat，　Der

　Aussenhandel，　Nr。9／1962，　S．7．

⑫B・Weichse】，　Zur　Ermittelung　der　Exportrentabilittit，　Der　Aussenh．

　andel，　Nr．9／1962．　S．3。

皿　外国貿易効率の算定式

　　1　概　　　説喝

　社会主義貿易の効率のその大いさを測定する問題は，事の性質上，これまでそ
　■　　　　　’

の経済効率に限られ，また経済効率も実際には，直接の経済効率，その価値な

いし貨幣的表現としての収益性の測定に限られていた。・直接の経済効率とは，

外国貿易とその基礎に横わる国際分業によって社会的労働を節約する，あるい

は純収入を増大さすというものであるが，　この理論的基礎ずけは周知のよう

に、，古くは，D・リカードによって行なわれたものである。したがって，この

経済効率，収益性の測定は，同時にリカードの比較生産費原理の一定の肯定の

上に・はじめて可能どなるということである・．それ故にごμまで・社会主義国

の公式的見解においては比較生産費原理3aKoH　cpaBHIdTeJlbHblx　H3f（ep》KeK

は・誤てる理論omn60qHaA　Teopuaと『 して頭から否定されていたが①，外国

貿易の効率とその測定が問題となるや，「外国貿易およびその基礎によこたわ
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る国際分業を通して，社会的労働を節約するという可能性は，すでにリカード

によって正しくも知られていた」また，「その核心において正しく，またその

限りではマルクスによっても認められていたリカードの　（比較生産費の）理

論②」といわれるようになった。

　リカードの理論からも明らかなように，国際分業と貿易によって直接えられ

る社会的労働の節約は，その国の輸出向商品の生産に必要な労働ないし支出に

よって，輸入品の生産に必要な（あるいは必要と考えられる）労働ないし支出

を代位することによって達成される。したがって，貿易による労働の節約度，

あるいは純収入の獲得度をしめすものとしての効率算定は，輸出品に対する労

働・支出と輸入品に対する労働・支出との対比によって表示される。この総体

が，その国が，貿易1とよって全体として実現した労働の節約度であり・絶対的

意味での効率を表示するものである。このような，絶対的な労働節約度，純収

益率をしめすものは，外国貿易取引の効率係数とか，外国貿易の絶対的効率指

数とか国際的専門化の合計効果とかいわれ，すぐ後にみるように，いろいろな

算定式が工夫されている。

　しかしまた，「外国貿易は2つの自立的な過程，W－GとG－Wとからな

る。つまりある国から輸出される個々の商品は，例外を除いて他の輸入品と直

結しない。一般には，A財の輸入はB財の輸出によって得られたものだという

ことは出来ない。輸出商品と輸入商品の相互的連関は一般的等価物すなわち貨

幣の中にかくれる。したがつて輸出またわ輸入の収益性は全体としては確定さ

れないで，それぞれ別々に確定されなければならない③」という観点から，輸

出効率（収益性）と輸入効率（収益性）とをそれぞれ別々に，かつ個々の商品

毎に，測定しようとする論者がいる。この場合の効率の測定は，輸出について

は，当該輸出品を生産するために必要な労働（国内価値）ないし支出を，その

輸出品の国際的評価（国際価値）と対比すること，具体的には輸出品の国内価

格とその輸出品の取得外貨とを対比することである。また輸入については，当

該輸入品を生産するために必要な（必要と思われる）労働（予測国内価値）な

いし支出を，その輸入品の国際価値と対比すること，具体的には輸入品の予測

あるいわ代位国内価格と，その輸入に必要な支出外貨と対比することによって

行なわれる。

　　このような輸出と輸入を分離して行う外国貿易の効率ないし収益性の測定

は，これまで最も普及してきたものであって，すぐ後に述べられる効率算定

式，収益性算定式の大部分もこの種のものである。
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　以上のように，社会主義貿易の効率ないし収益性の算定には，輸出および輸

入めそれぞれの商品の社会的労働の支出つまり国内価値を反映するものとして

の国内価格，投資を含むところの国内支出，国際価値を反映するものとしての

外貨取得ないし外貨支出等が関係してくる。そこで効率ないし収益の算定式を

みちびき出す場合も，どのようにして正しい国際的価値ないし支出を反映した

価格をみちびき出すか，またその国で全く生産されていない輸入品の価格計算

をどうするか，輸出あるいは輸入商品の支出をどこまで算入するか。その他こ

れに関係するいくつかの間題が提起され，研究される訳である。

　以下，これらの効率，収益性算定式を，大まかにグループ分けしながら，そ

の主要なものを紹介してみよう。この大まかなグループ分けとは，輸出効率に

関係するもの，輸入効率に関係するもの，そして両者を含む全体的効率に関係

するものである。以下，この順に述べていってみよう。

　　2　輸出効率の算定式　一その1一

　先づはじめに「外国貿易の効率計算の歴史的出発点として役立った④」とい

われている最も簡単な算定式から紹介してみよう，それは輸出効率指数nOKa－

3aTenb　s（POPeKTvaBHocTb　gKcnoPTa，輸出の見積り収益性6K）A》KeTHafi　peHT－

a6eJlbHocTb　gKcnopTaあるいは輸出結果相場pe3YnbTaTHBHblti　KYPc　sKcn－

OPTaといわれるものである。　（なお，以下の記号はすべて任意のもので筆者

が統一したものである。但し，同じ記号でもやや内容的に違う場合はその都度

説明を加えた。）

　　　　　Ke一壽H　　　　　（1）
　　　　　K・一輸出効率指数（輸出結果相場）

　　　　　P，一純外貨取得高

　　　　　P一取引税を除く国内卸売価格

　　　　　H一国内の運送費および諸経費

　ポーランドでは輸出結果相場として，この指数を逆数であらわしている。ま

たPfを平均貿易価格としているが実質的には（1）式と同じである。ポーランドで

はこの指数は1952年以来，実際に貿易省で計算されていたとのことである。外

国貿易の効率問題の研究がはじめられたのは1953～4年頃からといわれている

から，この指数の実際の計算はそれより以前から行われていたことになろう。

が，ともかくポーランド式であらわせば，
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（1）’、

　　（1）であらわされた輸出効率の意味はこうである。当該輸出品に含まれている

　国内の支出労働（国内価格）の単位量（単位価格）でいくばくの外貨がえられ

　るか，つまりその支出労働はいくばくの国際的評価をうけているのかを示す。

　またこれを（1）’であらわせば，当該商品の輸出によって単位量の外貨を取得せ

　んがためにはどれだけの国内労働を支出することになるのかということであ

　る。いうまでもなく，（1）の場合はK，の値が大きければ大きいほど，（1）’の場

合はK，の値が小さければ小さいほど，その商品の輸出は有利であり，効率は

高く，収益性は大きいということになる。（1），（1）’式はポーランドは勿論ソ連

邦，チェコスロバキア，東ドイツ，ハンガリーでも使用されてきたものである。

　　しかし，（1），（1）’式において，もしその輸出品の生産が輸入された原材料を

用いて行われるものであるならば，それに含ま’れている労働の一部は自国の労

、働ではないということになる。したがって純粋の自国労働のいくばくを外貨一

単位をうけるために支出しなければならないか，という場合には輸入原材料部

分を差引く必要がある。

　　　　　　　　　P十H－M　　　　　　・　　　’　　　（2）
　　　　　Kノ・＝－Pr　Mf

　　　　　K’、一輸出商品効率指数

　　　　　M一当該輸出品に使用された輸入原材料の国内価格

・　　　　Mf一当該輸出品に使出された輸入原材料の外貨表示価格

　　（2）式においては，この値が小さければ小さいほどこの外貨1単位を得るため

　に支出しなければならない純粋の自国労働はそれだけ小量ですむ。つまり自国

労働のみで取得する外貨高は大きいことになる。したがってそれだけこの商品

　の輸出の効率は高いことになる⑤。〈2）式を事実上逆数の形で表示したものがダ

　リシカ・マリアス指数と呼ばれる輸出収益性指数である。

　　　　　　　　Pr　Mf　　　、　　　　　　　　　（2）’
　　　　　　Q＝　　　　　　　　　　W

ψ

　　　　　　Q　・・ma出収益性指数（リシカ・マリアス指数）

　　　　　　W＝輸出商品の全生産過程での賃金総額

　　（2）tは⑥，Qの値が大きければそれだけ収益性は高いことなる。ただ（2）’式

　は（国内）価格を賃金でもって代位し，表示したところが，（2）式と違うところで
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ある。しかし（2）式と（2）’式とはその意味するところにおいて実質的に変らない。

　これまでの式におけるP，つまり国内卸売価格は，その商品に支出されている

社会的労働量つまり価値を反映しているものと想定されているわけであるが，

しかし実際には，現行の社会主義諸国の価格制度は，この社会的労働を正確に

反映していない。これまで社会主義国家は任意の生産を促進したり縮小したり

する場合，通常その隼産物の価格構成部分たる利潤を高めたり低めたりする。

このことが各生産物の価値と価格の正確な比例関係を阻害する主たる理由であ

った。そこで価値と価格の歪みを少しでも無くそうという工夫，つまり，支出

されている社会的労働を反映さすような価格を計算上採用する工夫がPにかん

してなされた。その一番簡単なものはPつまり卸売価格の代りに，これから利

潤部分を除いた原価を採用することである。

　　　　　K・－c警宜　　　　　（3）

　　　　　K，一輸出為替収益性

　　　　　C一輸出商品の生産原価

　輸出の為替収益性Ban｝oTHaH　peHTa6eJlbHocTb　gKcncpTaは，東ドイツでは為

替・インデックスと呼ばれ，ポーランドでは総結果相場pe3y恥TaTIIBHb爵Kypc

6pyTTOと呼ばれ，（3）の逆数で表示されている⑦。

　この式は，その輸出品を生産するに支出した国家の貨幣支出の単位額でもっ

てどれだけの外貨が得られるかを示している。いうまでもなくこの値が大きい

ほど一ポーランド式の場合は小さいほど　　この商品の輸出は有利であり効

率が高い。

　ところで②式は，国内の卸売価格から輸入原材料を差引いたものであるが，

これを原価から差引くと（4）式のようになる。

　　　　　K・・一岳撃　　　　（4）

　　　　K’一労働の為替効率指数

　K’bつまり労働の為替効率指数rroKa3aTeJlb　BaJIIoTHoVa　3ΦΦeKTHBHocTH

Tpy21a（4）式は（2）式と事実上同じである。ただ違うところは，（2）式が自国労働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆのどれだけの量で外貨1単位をうるこ乏が出来るかを示しているのに，（4）式で
　　　t　　　　．　　　　

は自国の国家支出のどれだけの額で外貨1単位をうることが出来るかを示して

いるということだけである。K’bの値が小さければ小さいほどこの商品の輸出

の効率は高いことになる。この式はチェコスロバキアやブルガリアのような国
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でひろく普及したものである。

　（3）式や（4）式は，当該輸出品の最終加工段階の利潤が取除かれているという点

で，利潤の人為的配分からくるところの価値と価格の背離は排除されている。

しかしあくまで最終生産段階のそれであり，その輸出の生産に使用された原材

料に含まれている利潤にかんして生じる価値と価格の背離は排除されていな

い。つまり（3），（4）式では，利潤に原因する価値と価格の背離が排除されていな

いわけである。そこで（3），（4）式を更に徹底させる意味で，当該輸出品を生産す

るために消費された原材料に含まれている全利潤を差引いた（輸入原材料につ

いてはその全額を差引いた）算定式が，チェコスロバキアのチェルニアンスキ

ー
らによって展開された⑧。

　　　　　　　　P－A7M　　　C－A’－M　　　　（5）
　　　　　K！d＝－P∫＝M「　o「　　P，－Mf－

　　　　　K’d一国民的労働の為替効率指数

　　　　　A一輸出品の全生産段階の利潤

　　　　　AL輸出品の生産に使用された原材料費中に含まれている利潤

　（5）式の意味するところは，外貨1単位を取得するのにいかなる量の国民的労

働を支出しなければならないか一但し純収入部分の国民的労働はすべてこれ

を除く一を示す。いうまでもなく（5）式の値が小さければ小さいほどこの商品

の輸出効率は高いことになる。（5）式はまた次のような式で表示されることもあ

る。

　　　　　　　　　P，　－Mf　　　　　　　　　　　　（5）’
　　　　　K”d＝C！十H＿M

　　　　　K”d一労働の為替等価

　　　　　C’一純粋原価（若千の先行する生産段皆の価格から蓄積を差引い

　　　　　　　　た原価）

　K”dつまり労働の為替等価BaJI｝oTHblil　gKBHBa」leHT　Tpy21aは（5）式，特にそ

の後の方の式と事実上同じである（ただ逆数であらわされている）。なお純粋

原価qHcTa兄ce6ecTo踊ocrbとして蓄積部分が差引かれる若千の先行する生

産段階とは，計算が複雑なので原則として2～3の先行段階に限られるとい

う⑨。

　なお純粋原価と関連して，社会主義諸国間の原価を相互に比較するという観

点から原価をすべて賃金に還元してあらわすという清算原価oqxmeHHa兄ce6－

ecTollMocTbあるいは国民経済原価Hapo21Hoxo3fiVacTBeHHaA’ce6ecToHMocTb
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と呼ばれる計算上の原価が考案されているので，ここでちよっと紹介してみよ

う。たとえば銑鉄の国民経済原価は次のようになる⑩。

支出　項　目

賃　　　　金
コ　ー　ク　ス

鉱　　　　石
電　　　　　力

減価償却

トン当り

ルーブル

3

20

10

1

1

賃金支出
係　　数

0．9

0．9

0．8

0．6

賃金の支出
（ルーブル）

3．0

18．0

9．0

0。8

0．6

国民繍原副 31．4

　なお，表における賃金支出係数の算出方法は注にみる通りであるが⑪，この

ようにして計算された国民経済原価の各国比較は次のようにしてなされる⑫。

　　いまH・－A国の国民経済原価

　　　　H，－B国の国民経済原価

　　　　T。－A国の時間であらわされる労働支出

　　　T・－B国の時間であらわされる労働支出

　　　3。－A国の平均賃金（時間当り）

　　　3・－B国の平均賃金（時間当り）

　　とすれば，

　　　　H。＝T、×3。，H，＝T，×3，

　　　　両国通貨の還算率3，：3、

　　　　故㌦一T・×3a×寄鵯

　　　　故にH、　T。×3，　T、
　　　　　　Hσ一Tσ×3σ一Tσ

　さて，（5）および（5）’式にかえろう。（5）式の欠陥は次のことである。つまり，先

行する生産段階のすべてからその利潤を差引くことは，非常に手数がかかると

いうこと，特に生産段階の数が多い商品ほどそうである。そこで，実際には，

2，3の主要生産段階に利潤の控除は限られるのだが，この場合でも，各商品

によって生産段階の数が異なるという問題が残る。

　この問題を避けようとすれば（5），（5yは（6）式のようになる。

　　　　　　　Pf－M！f　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　　　KF　　　　　　C－M！十H
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　　　　　Kl一生ける労働の為替等価

　　　　　M’一輸入原材料と自国原材料の価値（国内価格で）

　　　　　M’　f一輸入原材料と自国原材料の価値（外貨で）

　生ける労働の為替等価BaJIIoTHblth　sKBvaBaJleHT》KHBoro　TpyAaは，チェコ

スロバキアでは生ける労働の為替効果あるいは収益性と呼ばれ，また東ドEツ

では，労働支出インデックスと呼ばれて，次のようにあらわされている。

　　　　　　　　Pf－M／f－Hf　　　　　　　　　　　　（6）’
　　　　　K！1＝C－M・＋H

　　　　　K’r労働支出インデックス（生ける労働の収益性）

　　　　　Hf一外国での諸経費（外貨表示）

　ハンガリーでは逆数で次のように表示している。

　　　　　C＿M・r、　　　　　　　’（6）”
　　　　　PrM／f－r2
　　　　　rl一賃金および国営費（減価償却を含む）

　　　　　r2一賃金および国営費の国内支出に対応する外貨額

　またポーランドでは純結果相場pe3Y」lbTaTHBHblti　KYpc　HeTTaと称して（6）式

の逆数であらわしている。これらの式は，価格制度の国民的特性に規定された

歪曲を殆どうけないので，ポーランド，東ドイツ・ハンガリーにおいて・輸出

の経済性の計算に，外国貿易の活動やその計画作成に利用されている。

　（6）（6）’および（6）”式の意味するところは当該輸出品の最終生産段階の生ける

労働（但し賃金に相当する部分のみ）がどれだけの国際的評価をうけたかを爪

す。あるいは同じことであるが，もし原材料が最終的加工をうけることなしに

輸出されたならば，得ることが出来なかったであろうところの外貨を最終的生

産段階の追加的労働の単位量によってどれだけ獲得出来るかということをが

す。いうまでもなくこの式の値が大きければ大きいほど自国労働の国際的評価

は大きく，僅かの最終加工段階の生ける自国労働で，より多額の外貨をうける

ことが出来る。つまりこの商品の輸出効率は高いわけである。ハンガリーやポ

ー一
ランド式では恰度反対の関係で同じことが示されるわけである。

　ところで，これまでの算定式において（1），（1）’，（3）の各式を除き，悉く，輸

入原材料あるいぽ輸入原材料と国内原材料の双方をあわせたものを分母，分子

において差引いた式があらわされているが，このことと関聯して，わが国の外

貨手取率と類似したような指標が関聯指標として利用されそいる。　このこと

は，東欧諸国のように，比較的原料資源にめぐまれず，かなり輸入原料に頼っ
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ている国において利用価値のあるものである。恰度，原料資源の比較的劣しい

わが国において外貨手取率が問題になるように，これらの国でもこういう指標

が問題になるのである。

・一一翫

・・一
響f・1・・％

　　　M！f
r”＝
　　Pf－H，

（α）

（β）

（さ）

　rは為替収益性Devisenrentabilitatといい，輸入原材料の単位数で，どれ

だけの外貨がえられるかをしめす。この値が大きいほど，僅かの輸入原材料額

で，より多くの外貨を取得出来るわけである。わが国の外貨手取率⑬と最もよ

くにた指標である。チェコスロバキアで利用された。

　r’は輸出の原料必要度MaTepHanoeMKocTb　sKcnopTaと呼ばれ，ポ＿ラン

ドで利用されている。純結果相場一一（6）式の逆数一が等しければ，r’の低い

ものの輸出がより効果的とされる。たとえば，A，　B商品が等しい純結果相場

をもっており，1ルーブルに対し40ズローチであり，且つ原料必要度がAは60

％，Bは30％であるとする。この場合には，　Bの輸出が有利である。というの

は，原料資源の不足している国にとってはより僅かな原料しか必要としない生

産物を輸出するほうがより有利だからである。

　r”は原料必要度インデックスHHAeKc　MaTepHanoeMKocTbと呼ばれ，東ド

イッで利用されている。r’と実質的に全く同じである。

　利潤部分を除く式は，価値と価格の歪みをなくすのが1つの目的であった

が，しかし利潤部分を除けば，純収入部分が除かれてしまうから，その価格は

当該商品を生産するに要した社会的労働の全部を反映するものではない。かと

いって，原価に，実際の利潤を加えたのでは，現行の価格制度からくる価値と

価格の歪みが生じるから・原価にジー定の操作を加えた純収入部分を加えると

いう試みがなされている。やや古いところでは中国のシャンらがこの算定式を

提案している。

　　　　　　　　　　　v・k　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　　　　　　　　C＋丁二：i’；＋H

　　　　　Kr＝
　　　　　　　　　　Pf－Hf

　　　　　K。一輸出収益性　　　　Pf－j輸出価格（自国貨に換算）



　　　　　　　　　　社会主義貿易と効率問題　　　（303）－43－

　　　　　v一賃　金　　　H一国内での流通費
　　　　　k一平均蓄積率　　　　Hf一外国での流通費

注．k一課m，つま噺価値にしめる社会の働の価値・したがって

　　　　v・k　＝m

　　　1－k
　　　なおシャンらの式ではCが賃金と原料部分にわけられて表示されて

　　　いる。
　この式の意味するところは，1単位の純外貨取得高を得んがためどれだけの

その商品にふくまれている社会的労働が必要であるかをしめす・K・の値が小

さいほどこの商品の輸出は有利である。シャンらは，原価部分の労働だけでは

社会的労働全部の効率はわからないし，また原料をさしひいてしまったのでは，

原料資源の豊富さあるいは貧弱さがその生産物価値に影響する事情がわからな

いとして，原価主義，原材料控除主義の算定式に反対している。そして自分た

ちの展開した（7）式の正当性を主張している⑭・しかしこの（7）式が実際に中国で

利用されているかどうかは働て疑しい・恐らく利用されていないであろう・

　　3　輸出効率の算定式　一その2一

　以上の輸出効率の算定は，現行の条件があたえられたものとして，当該時点

の雛的支出の効輯定にかんするものであった・しかし社会犠計画経済に

おいては，投資の方向とむすびつけて，長期的視点にたった輸出効率の問題を

考える必要が生じた。これが，ポーランド，東ドイツ，ハンガリー，チェコス

ロバキア等で，研究され，1部は実際に計算されてきたところの投資の為替効

率あるいは，輸出部門の投資効率，更には輸出効率の総合指数の問題である。

　先ずソ連邦で展開されているものから紹介しよう。

　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　　　　　　　　Pf
　　　　　I・＝C＋諏

　　　　　1，一投資の為替効率　　Pf一外貨取得高　　C一原価

　　　　　D一国民経済において平均的な標準投資効率係数

　　　　　K一輸出品単位あたり比較投資（固定および流動フォンドを含む）

　（8）⑮は次のようにも表示される⑯。

　　　　　1・。一壁竪）＋H　　’、（8）’

　　　　　1’，一輸出の為替効率指数　H一輸出のための運賃および諸経費
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　　　　　　C°一純粋原価（国民経済原価）

　　　　　　KL生産物単位あたり完全資本必要度（すべての醐投資鰭慮

　　　　　　　　　する）

　　周知のようにC＋D・Kは・投資効率の計算にさいして利用され舩式であ

って・C＋D’Kが最小になるような投資ヴァリアントが最も効率の高い投資

と算定されるわけであるが・（8）および（8）’式では，もっとも小さい投資（経常

支出も含む）で・最も多くの外貨を得るよう1・するにはどう部門への投資が有

効かをしめしている・なお（8）’式おし・てc・の計算は注⑪でしめしたように賃金

支出に翫した原価であり・Kは注⑰にしめしたように計算される。

　以上の式はソ連，ハンガリーにおいて展開されたものである。

　　もう少し簡単な式としては，

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
　　　　　　Id＝
　　　　　　　　ΣDn

　　　　　Id一純資本必要度

　　　　　1一原料加工の最終段階での生産能力の一定の増加をうるための

　　　　　　　　投資額

　　　　・SD・一生産能力増大の結果として得られた純外貨取得高（純外貨手

　　　　　　　　取の大きさは純結果相場の分母と同じものであり，純外貨取

　　　　　　　　得と外章表示原料費との差額によって算定される）

獺本必要度K・n・TaJI・eM・・CT・HeTT・とは，単位量の純為替額を取reする

ためにどれだけの投資を必要とするのか，つまり逆数でいえば原料加工の最終

段階の投資の縮取得職示す・純結果相場一一（6）式の逆va－一が単位量の為

替轍得せんがためには・どれだeナの経常支出が必要であるかを示すのと対応

するものである・純資本必要度は長期的効率を，純結果相場はその短期的効率

を示すものとされる・いうまでもなく（9）式の値が小さ1ナれば小さい程，より僅

かの投資でより多くの鰭を取得できるカ・ら鰭取得のための，つまり轍に

対する投資効率は高いわけである。

　（9）式は一年間を対象としたものであるが建設期間の長さを考慮に入れたもの

たとえば建設期間が12年とか25年間とかいう場合には，（9）式は次のように書き

あらためられる。

　　　　　1・一痂娠　　　　　（9）’

　　　　　N一建設期間　　XD・一純平均為替取得高
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　（9）’式は（9）式における1の代りに1／Nをもってきただけであって，（9）の1が

＿
年間をとっているのに対して（9）’では1／Nが年平均をとっているという以外

両者に相違はない。
（9），（9）’式は生産の最終段階における投資支出と為替取得とが対比されてい

るにすぎない。そこでこの生産の先行諸段階の投資支出をも含めた，輸出の投

資効率をみるために⑩式がポーランドでは考えられている。

　　　　　　　11＋12＋・・…・＋In＿1　　　　　　　　（10）

　　　　　1’d＝　　C，　－C，

　　　　　1’d一全生産系列の総資本必要度指数

　　　　　Il，12，…1、一生産の最終段階での企業が一定の生産物を生産す

　　　　　　　　るために必要とされる全生産段階での投資支出

　　　　　C，一年間における最終生産物の全為替額（総外貨取得高）

　以上のような純資本必要度指数は，もじA・B2商品の純結果相場が等しい

ならば純資本必要度指数の小さいものが選ばれ，また，純資本必要度指数が等

しいならぼ，純結果相場の小さいものが選ばれるのが，輸出効率という観点か

らして有利であるということを示している。

　しかしながらこのような分析の方法では，結果相場が等しい条件の場合か，

資本必要度が等しい場合にしか適用されない。そこで，商品の結果相場と資本

必要度の大いさを共に考慮した指数が考案された。これが輸出効率の総合指数

cHHTeTHqecKH益noKa3aTeJlb　9ΦΦeKTHBHocTH∂KcnopTaである。

　　　　　　∂＝K，一←（ld・q）　　　　　　　　　　　　　　（11）

　　　　　∂一輸出効率の総合指数

　　　　　K，一純結果相場

　　　　　Id一純資本必要度
　　　　　q一効率係数，あるいは外貨1単位を得るための投資の利子率（

　　　　　　　　効率係数はポーランドにおいては一般に15％）

　⑪式の値が小さければ小さいほど外貨一単位を得るに必要な投資を含む総支

出は小さくてすみ，したがってまたそれだけ，輸出の総合的効率は高いわけで

　ある⑱。

　輸出効率の総合指数に属するものとして，ハンガリーのM・トランスッ，キは

次のような算定式を提案している⑲。

　　　　　　　　　　　　　　T（為替フオリント）　　　　　（12）

N＋A、＋A，＋A，＋L＋（Bh去墾）（国内フオリント）
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　　　T＝当該投資によって当該生産が可能となる輸出生産物の為替額

　　　A・＝外貨に対して独自に販売される材料（『潜在的材料』）

　　　Ai＝輸入材料

　　　Ab＝外貨に対して独自に販売されない材料（すなわちただ国内市場に

　　　　　　おいてのみ取引される材料）

　　　N＝賃金支出
　　　L＝年々の償却費

　　　Bh＝機械および設備の形態での投資額

　　　F，＝投資のために消費される材料

　　　n＝操業期間
　この指標が1より大きければ投資支出はn年以内に為替取得によって回収さ

れることになる。

　働式と類似の式としてやはりハンガリーで提案されているものは，

　　　　　＿．＿丁二些ニム．∫為替フオリント）　　　　（12）’

　　　　　N＋A・＋L＋讐肛個丙万▽玄ド1

　⑫’においては輸入材料と独自的に輸出されうる材料（いわゆる潜在的材料）

が分母から分子にうつされ，差引かれている。

　⑫式を簡単にしたものとしては

　　　　　　Pf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）〃
　　　　　P・＋一缶

　　　　Pf一為替取得高

　　　　P。一輸出基礎価格（輸出品の国内価格）

　　　　1。一生産物単位あたり投資支出

　　　　N・一国民経済における標準投資利用期間

　ω”式は投資支出を含む，簡単化された輸出効率指数であり，この値が大き

いほど効率は高いことになる。

　またチェコスロバキアのV’コマレクは次のような算定式を展開している⑳。

　　　　　　Id2－Idl
　　　　　　K。1－K。2　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）

　これは

　　　　鰯鍾継響遇藤言晶髪蟄替取得
　　　　羅雛灘替取得革磁ぢ澱奮替取得
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これは2つのヴァリアントの投資の鰭効率砒較である・つまり・この指

数騨糧の縮取得のために腰殿資増力噸こ対応する経常支出の節纐
を示す。別言すれば，単糧の鰭取得のために必要な投資増加を・対応する

騨支出の節約によって償却する渤1こはどれだけの年数がかかるカ〉をしめ

す．この回収年数は源準より小さくな1ナればならない・また小さけれ劇’さ

いほどこの轍の縮効率は高い．この式は一見してわかるように投鰍率の

逆数た亀叢（回欄間）の式を・酬こおける脚糖効率に当ては

めたものである。

　　4　輸入効率の算定式

轍の効覇るいは収益性は，輸出のそれと逆の関係にある・つまり潮出

の場合は，国阪出が小さけれ劇・さいほど・そして取得外貨が大きければ大

きいほど効率は高いわけであるカS，輸入の場合は・予想される国厳出が大き

ければ大きいほど，そして支出外貨力・’小さければ小さいほど効率は高いわけで

ある。

　輸入効率の最も簡単な式は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　　　　　　　　P！f
　　　　　　Ki「｝ア゜100

　　　　　Ki一輸入収益性
　　　　　P’一輸入品の国内卸売価格

　　　　　P5一輸入品の輸入価格（外貨表示）
　⑭式の意味するところは，国内卸売価格で表示されている単握の国内労働

を節約するために，どれだけの外貨敏出しな1ナればならないかを示してい

る．いうまでもなく，Kの値が小さければ小さいほどこの商品の輸入の効率

　は高いことになる。
　　レかしながら輸出効率式暢合でもそうであったように・現行の価格は・そ

のままでは，価徹正しく反映していない・特に利潤部分が欄と髄との背

離の按原因である．したがって卸売価格力・ら利灘差引いたもの・つまり原

　価が採用される。この場合には（19のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　　　　　　　　P！f
　　　　　　K・一で7

　　　　　　C’一輸入品の原価
　　チェコスPバキアでは，このような原価でもってのみ比較されている⑳。レ
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かし⑮式では，最終生産段階の利潤が差引かれているだけである。その輸入品

を生産するに必要とされる原材料の利潤も差引く泌要がある。これによって利

潤からくる価値と価格の背離が取り除かれる。

　　　　　K・－PJ・illl［）g：f；　　　　（16）

　　　　　A，一輸入品生産における最終のあるいは若干の先行する生産諸段

　　　　　　　　の利潤

　㈹式は，よりくわしくは次のようになる。

　　　　　K・－P幾讐着，　　　（16）’

　　　　1H’f一外国でのその他の為替支出

　　　　　H’一国内での諸掛り

　以上はチェコスロバキア等で提案されている算定式であるが，ソ連邦では（8）

式に対応する式として次のような轍の為替効率指標n・Ka3aTe」lb（…ΦΦ・－

IlueHT）BaJIKoTHoti　3ΦΦeKTHBHocTH　HMnopTaが提案されている。

　　　　　K・・－9招91Kノ　　　　（17）

　　　　　K’i一輸入の為替効率指数

　　　　　C＋D・K’一（8γ式と同じ，但し輸入品のそれ

　この値が大きいほど，外貨支出単位当りで，より大きな国内支出が節約され

るので，それだけこの商品の輸入は有利となる。

輸入品については・輸入品が国内で生産されていない場合には，轍品の国

内価格は《競争的輸入》生産《aHTHHMnopTHoe》npon3BoAcTBa品のそれで

表示される。この《競争的輸入》生産物とは，輸入品に代る自国の生産物とい

う意味である。

　なお，輸入品の効率計算は，どの社会主義国においても，輸出品の効率計算

よりおくれて行なわれ，現在でもなお，おくれているようである。

　　5　総体的あるいは絶対的効率指標

　以上は，輸出あるいは輸入を別々に切り離してみた効率算定式であって，輸

出と輸入を同時にみた，あるいは全体的にみたそれではない。またそれらは絶

対的指数ではなく相対的指数である。つまり，ある商品の輸出あるいは輸入が他

の商品にくらべて有利かどうかを示す指数であって，その商品の輸出あるいは
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輸入がその国の労働の支出を絶対的に節約したかどうかを示すものではない。t

　これらの欠陥をなくすための算定式が以下にみるような，輸出と輸入を同時

にあるいは全体的に考慮した算定式である。

K・i一 墨葺

K。一外国貿易の効率係数

（18）

ΣP一《競争的輸入》生産物の生産（輸入品に代る生産物の自国で

　　　の生産）のための総支出

XP。一輸出生産物生産のための総支出

　もしK。i＞1ならば，外国にあたえる労働量つまり支出労働量よりも，うけ

とる労働量が大きいから，労働は節約されたことになり，このような貿易ヴァ

リアントは経済的に有利となり，反対にK。i＜1ならば，外国にあたえる労働

量，つまり支出労働量よりも，うけとる労働量が小さいから労働は節約され

ず，このような貿易ヴァリアントは不利となる。K・i＝1ならこの貿易は・効

率的には損得なしということに塗る。

　しかしながら，輸出によって得られる為替額と輸入に対して支払われる為替

額の問題を考慮しなければならない。これを考慮した式は次のようになる。

Ke、一響・：署一K・・：K・b・

Ke・一
響・煮一K・・’・Kbe

De一輸出（2P，）からえられる為替額

D，一輸入（ΣPi）に支払われる為替額

or

（19）

　　　　　K，一輸入の糖効縣礁潔鯉害肇得蟹雛器舗皇単）
　　　　K・，一轍の鰭効率系数麟蟷生産の単倣出量によってえられる）

　　　　K’be－Kbeの逆i数

　かくして，外国貿易の効率係数は，輸出および輸入のそれぞれの効率係数を

乗じたものに等ゼい⑳。もし輸出効率係数が0．8，輸入効率係数が1．5だとすれ

ば，この効率係数は次のようになる。

　　　　　Kei＝Kbi・Kbe＝・1．5×0．8＝1．2

　働’式は輸出効率と輸入効率を乗じたものであり，事実上⑲式と同じもので

あるが，輸出の支出の部分で，輸出および輸入商品の自国生産の場合の投資支

出を考慮している点が特徴的である⑳。
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ΣPi一輸入品を自国で生産した場合の国内支出

Di一輸入品に支払われる為替額

SP。一基礎輸出価格

　1，一輸出品単位あたり投資支出

　Ii一輸入品を自国で生産する場合の投資支出

N一投資の標準利用期間

（19）’

　㈲式と関連して，貿易によって生じる支出労働の節約の絶対量（これをBで

あらわすと）は

　　　　　B＝ΣPi－SP，　　　　　　　　　　　　　　　（20）

でもってあらわされる⑳。

　なお，上述の輸出入による支出労働の節約量にかんして，B．ラヂーギンは

クレジットとむすびついた輸出による労働の節約量について算定式を展開して

いる⑯。

　　　　　∂K＝Rl十R2十R3　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）

　　　　∂K一貿易の総体効果

　　　　尺1一外国貿易の当該ヴァリアントの効果

　　　　R2　一クレジットを供与あるいは受入れる結果国が受けるあるいは失

　　　　　　　う勘定の効果

　　　　R3一クレジットの利子をうけるあるいは支払うことと結びつく一国

　　　　　　　の勘定の効果あるいは損失

　この場合，Rl＝ΣP一Σp，

　　　　但し　EPi，．ΣP，は（C十E。K）であらわされる。

また 　R2＝Kp・ei・Ef・t。p

Kp一外貨表示のクレジット量

ei一クレジットであたえられる輸出商品の為替効率指数（債権国）

　　　あるいは，クレジットで受け入れる輸入商品の為替効率（債務

　　　国）つまり国内総支出の大きさを取得外貨と比較する（輸出の

　　　場合）ことにもとずいて，あるいは外貨支出と比較する（輸入

　　　の場合）ζとにもとずいて計算されるq
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E，一時間の要素を考慮に入れる国民的係数（標準投資効率係数）

tcp一クレジットの平均期限（年で）

　R3＝Pp・e、

e、一クレジットの利子によって提供される商品の輸出の為替効率指

　　　数（債務国にとって）あるいは，クレジットの利子によって受

　　　け入れる輸入の為替効率指数（債権国にとって）

Pp一クレジットの利子額（外貨で）

　⑳式は，クレジット額であたえられた輸出入の効果と，その返済による輸出

入の効果と，返済における利子とむすびつく輸出入の効果を合計したものであ

る。この式の値は，国民的通貨であらわされ，この値が大きいほど効率は高い

ことになる。

　たとえばA国がB国に石油設備をクレジットで輸出し，代りに，石油を輸入

すると仮定する。クレジット額は100百万ルーブル，石油輸入量は年2百万ト

ン，クレジットは5ケ年にわたって，毎年20百万ルーブルつつあたえられる。

クレジットの返済期間はクレジット利用後10年，石油輸入期間は20年，クレジ

ット利子率は2％であり，石油1トンは10振替ルーブルとする。かくして石油

は10百万トン輸入することになる。

　クレジットの平均期間が8．5年として，利子額は17百万振替ルt－一・・ブル（2百

万ルーブル×8．5）でこれは通常の輸出品で支払われるものとする。標準投資

効率は0．15，10年のうちA国の石油輸入の50％はクレジット償還にもとずき，

他の50％は通常の貿易によるものとする。

　またA国の石油設備輸出にかんしては，　100百万振替ルーブルはヱ600百万A

国通貨に相当する。つまり輸出の為替効率e2は1振替ルーブル対16A国通貨で

あるとする。更にA国の石油輸入にかんしては・1トンは400A国通貨であり・

したがってA国の石油輸入にかんしてはその為替効率e1は1振替ルーブル対

40A国通貨となる（何故なら石油1トンは10振替ルーブルだから）。

　K，　つまり外貨表示のクレジット額は100百万ルt・一一ブルだから，

　　　　　．ΣPi＝Kp・el＝100・40＝4000百万A国通貨

　　　　　ΣP．＝K，・e2＝100・16＝1600百万A国通貨

　故に　　R1＝ΣPrΣP。＝　4000　一一　1　600　＝＝　2400　A国通貨

　また　　R2＝Kp・e2・Ef・仁。p＝100・16・0・15・8・5＝2040百万A国通貨

　　　　　R3＝Pp・e3＝17×25＝425百万A国通貨

　　　　　　（但しe3は輸入の平均為替効率指数）
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　故に　　∂K＝Rl十R2十R3　F2400　一一　2040十425＝785百万A国通貨である。

もし通常の石油轍の効率（　C十EoK1振替ルーブル）カs’7・・百万A国嶺だとすれば，

このクレジット協定にもとずく貿易が効率がよいことになる。

　B国についても同様な計算が行なわれる。

⑳・⑳式は・貿易による勇働の節約の絶対額を示したものであるが，ここで

再び，節約率でもって，労働の節約をあらわす算定方式をみてみよう。

　貿易による支出の節約を輸出と輸入にわけてみる算定式は，ソ連のr・シャ

ガーロフが展開している。勿論この場合でも’s輸出と輸入の効率を同時に考慮

することは，⑱，（19）式と同様であるが，⑯，（19）式では当該貿易，つまり輸出と

輸入をあわせた貿易全体の効率だけがわかるわけであるが，⑳式の場合は，個

々の輸出あるいは輸入の効率が，しかも相対的にではなく絶対的にわかるとい

う利便がある6

K・一碧一（じ・＋顎爵）碩

K・a一 長念一％職1二

K，。一当該商品の輸出の絶対的効率指数

Ki。一当該商品の輸入の絶対的効率指標

Kim一輸入の平均為替効率指数

k，n一輸出の平均為替効率指数

Kti一輸入の為替効率指数

・1’。一輸出の為替効率指数

（22）

（23）

　吻式は，輸出の為替効率指数（8）’，つまり，外貨1単位を取得するための総

支出と，その国の輸入の平均的為替効率指標との対比である。もしK，、つまり

輸出（1？絶対的効率指標ncKa3aTeJlb　a6coJIK）THoti　gΦΦeKTnBHocTH　sKcncpTa

が1より大（K。。＞1）ならば，この商品の輸出について社会的労働の絶対的

節約があり・1より小（K・a＜1）ならば，社会的労働の絶対的浪費が存在す

、ることになる。勿論1〈K・・＝1）であれば，節約も浪費もないということに

なる。

　㈱式の場合も同様であって・Ki・は輸入の為替効率㈹式，つまり外貨1単位

の支出によって得られる国内の総支出の節約量とその国の輸出の平均為替効率

指数を対比したものである。もしKl。つまり輸入の絶対的効率指標nOKa3aT－

enb　a6conroTHoVa　9ΦΦeKTHBHocTH　nMnopTaの値が1よ6大（Ki。＞1）なら
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ば，この商品の輸入によって社会的労働の絶対的節約が生じ，1より小（Ki・＞

1）ならば，社会的労働の浪費が生じ，1に等しければ社会的労働の節約も浪

費もないこどになる。

　次にまた，節約の絶対額をみる式であるが，今度は，これを一国全体でみる

算定式をみてみよう。これについては東ドイッのオットーが次のような式を展

開している。

　　　　　　　　m　　　n　　　　　　　　　　　　m　　　　

　　　　ΣΣC／kXkr＋ΣΣe／kY。。＝max．　　　（24）
　　　　r－1　k＝1　　　　　　　　　r＝1　k＝1

　これをボックス表で示すと次の通りである。

商　品

Wl

W2

Wn

Vl

V2

o

Vs

国

一一11
r2

。ヨ

C！1Xl1

C／2×21

C／nXnユ

e1／Yl1

e／2Y21

es！Ysl

C／iXm

C／2×22

C伍Xn2

e！IY12

e！2Y22

■

’e／sYs2

●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　o　　　o　　　●

．．．．．．．：．．．

●　　　●　　　●　　　o　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　．　　　．

●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　・　　　●　　　・　　　．

●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　■　　　●

●　　　●　　　■　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　●　　　・　　　●

●　　　●　　　●　　　o　　　●　　　■　　　●　　　●　　　o　　　●　　　o

■　　　●　　　■　　　o　　　●　　●　　　o　　　●　　　●　　　o　　　・

●　　　●　　　9　　　●　　　●　　　■　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

■　　　■　　　●　　　●　　　●　　　■　　　●　　　■　　　o　　　●　　　・

C！1×1m

C！2×2m

o

C！nXnm

e！1Ylm

e！2Y2m

e／sYsm

　上式，上表において，C’は個々の商品における輸出価格から輸出基礎価格

（輸出品の国内価値に相当する）を差引いたもめ，またe’は輸入基礎価格（

輸入品の国内価値に相当する）から輸入価格を差引いたものである。X，　Yは

それぞれ個々の商品の輸出量および輸入量。したがって上式の意味するところ

は，個々の商品の輸出収益（＝輸出価格一輸出品国内価値）の総計と輸入収益

（＝輸入品国内価値一輸入価格）の総計を加えたものづまり総輸出収益＋総輸

入収益である。あるいはこれを書きかえて，労働の絶対的節約額（輸入品国肉
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価値一輸出品国内価値の総計）と貿易収支差額（輸出価格一輸入価格の総計）

とを加えたものであるといってもいい。そしてこの合計を最大にすることが一

国の貿易を最大にするということである。このオットーの式の特徴は⑳式のよ

うに，単に，輸入品生産支出から輸出品生産支出を引いただけでなく，貿易収

支の差額をこれに加えているということである。いうまでもなく貿易収支差額

が大きいほどこのヴァリアントの貿易は有利になる。

　以上の算定式は，その基礎において，いわゆるリカードの比較生産費原理に

もとずくものであるが，リカードの比較生産費原理においては，労働の節約は

一方における専門化と他方における生産の放棄という関係から導き出されるだ

けであって，専門化それ自体からくるところの生産の大規模化，あるいは企業

の合理化による労働の節約という，いわゆるA・スミスが展開したピンの工場

における分業の利益を考慮していない。

　そこでこの国際間の専門化自体による利益をも考慮に入れた労働節約を算定

しようとする試みがなされている。この場合には国際的専門化によって，専門

化部門の生産性は上昇することになる。

　この試みは，たとえば，B・ラヂーギン，　B．テレホフによる専門化効率公

式がある。これは次のようなものであるee。

　　　　　Ec＝Ek十（ΣPi－－L．EPe）士B・ei　　　　　　　　　　　　　　（25）

　　　　Ec一生産の国家間専門化による一国の総効果

　　　　Ek一国内で実現される専門化による集中生産の効果

　　　ΣP、一専門化により輸スされる商品生産に必要な支出（C＋E。Kの形、

　　　　　　　で）

　　　ΣP・一輸出される専門化生産物の生産に必要な費用　（C＋E。Kの形

　　　　　　　で）

　　　　B一専門化された生産物の交換によって生ずる一国の為替利益また

　　　　　　　は損失

　　　　ei一外貨を国内通貨に換算する比率，それは輸出または輸入品の生

　　　　　　　産に必要な支出と外貨価値との比較にもとずいて計算される。

　　　　　　　為替利益の場合は輸入にかんして，為替損失の場合は輸出にか

　　　　　　　んして行なわれる。

　（25）式の特徴はE，つまり国際的専門化によって生じた集中生産による労

働の節約効果を式に入れたということである。今設例をもって示せば次の通り

である。



社会主義貿易と効率問題 （315）　－　55　一

　いま1国が，B商品の生産に専門化し，　AおよびC商品の生産を放棄して，

他国からこれらを輸入するもめとする。B商品の専門化前の生産量は1500単

位，1単位の支出は2300ルーブルである。しかるに専門化後は，1単位の支出

は1600ルーブルに低下したものとすると，

　　　　　Ek＝（2300－1600）×1500＝1・05百万ルー一ブル

　また，A，　C商品の生産量および単位支出はそれぞれ2000，1500川一ブル，

1。。。，16・・ルーブル，したがって，A，C商品の生産放棄によって得られる支

出の節約額は（1500×2000）＋（1600×1000）＝4・6百万ルーブル。が同時に・B

商品に専門化することによってB商品の増加量は・5500単位・そして1単位，O

支出は先にあげたように1600ルーブルであるから，専門化による支出の増加は

1600×5500＝8．8百万ルーブル，かくして輸出と輸入による支出の絶対的節約

量は

　　　　　．ΣPrΣPe＝4．6－8．8＝－4．2百万ルーブル

　つまり絶対的節約額ではなく絶対的浪費が4・2百万ルー一ブルとなっている・

　またB商品が輸出において2000振替ルーブルで販売出来るとすると為替取得

額は，2000×5500＝11百万振替ルーブルとなる。しかし，A商品の輸入価格は

たとえば，2800振替ルーブル，輸入量は2000単位，C商品の輸入価格はたと柔

ば2000振替ルー・一一・ブル，輸入量は1000単位であるから，輸入による為替支出額は

　（2800×2000）＋（2000×1000）＝7．6百万振替ルーブルである。故に為替利得は

　　　　　B＝11．0－7．6＝3．4百万ルーブル

　また国内通貨の外貨への還算（為替利益の国内価格への還算は輸入効率指標

が利用される）は1．4とすると，

　　　　　B・ei＝3．8×1．4＝4．8百万ルーブル

　かくして　　　　　　　　　　一

　　　　　E。＝1．05－4．2＋4．8・・　1．65百万ルーブル

　ということになり，この国の国際分業による利益は・1・65百万ルーブルとい

　うことになる。

　なおE。を更に合計したものをE。とすれば次のような算定式が成立する。

　　　　　E6＝Eei十Ec2十………・・……・十Ecn　　　　　　　　（25）’　　・

　　　　E。一国際的専門化による年総効果
　　　　E，1…E，。一個々のヴァリアントの専門化の年効果あるいは損失

　竹浪祥一郎氏の紹介によるボー一ランドのラコフスキ編『投資効率』　（1963年

）にみられる効率式も，専門化による集牲産樋しての生産性の上昇を考慮
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に入れている⑳。しかしこの式はもともと分業参加国間の分業利益の享受の相

対的割合をみんがために展開されたものである。

　専門化前の生産支出をN・，専門化後の生産支出をN。とすると，

　　　　　S一瓦譜　　　　　（26）

　　この比率が専門化参加国間で同一一・・－sになるように調整しようというのである。

この式が精密化されて次のように展開されているが，ここでは専門化による生

産性の上昇が含ま．れている。

　　　S一岨±盛塾器急P・）d虹學・〕’隻（26）’

　但し，e1一専門化前の生産物1の1単位あたり生産費

　　　　e2一専門化前の生産物2の1単位あたり生産費

　　　　e’1一専門化後の生産物1の1単位あたり生産費（専門化と関連した

　　　　　　　輸送，組織上の費用をふくむ）

　　　　P1一専門化前の生産物1の生産高

　　　　P’1一専門化後の生産物1の生産高

　　　　P2一専門化前の生産物2の生産高

　　　　dl一生産物1の1単位の輸出によってえられる外国為替量

　　　　d2一生産物2の1単位の輸入に要する外国為替量’

　　　　e，一当該国の平均輸出効率指標（外国為替1単位をうるための輸出

　　　　　　　生産物の生産に国内通貨何単位を要するかをしめす。いわゆる

　　　　　　　外国貿易の収益性指標，普通粗結果相場あるいは純結果相場と

　　　　　　　して示されている）

〔驚畜纏；ま蕪畿竹浪氏噺の記号にそつたので／

　（26）および㈱’式の意味するところは，当該国が，国際分業に参加し，国際的

専門化を行なうことによってえた労働の節約率である。この式はこの国際分業

に参加しているすべての国で同様に計算され，この値の均一化が，利益均一化

をもたらすものと考えられている。

　なお最近では，リニア・プログラミングの方法をもちいて，外国貿易の最適

化モデルの作成の試みがポーランド，東ドイツの一部の学者の間で行なわれで

いるが，これが，実践的にどの程度効用があるかは不明である。
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①H．C．noTaHoB　n　Ap．　Me＞KApyHaoAHaH　ToproB朋・．BHelllToprva3AaT・1954・

　CTP．　391．

②R．Thiele，　a，　a．0．，　S．380・．

③V．Cerniansky，　Fragen　der　volkswitshaltlichen　Rentabilitat　des　Au’
ssenh。nd。1、，　Wi，tsch。ft・ndi’ ssenschaft，　H・ft　4／T957．　S．493参照

④0．T．　BoroMonoB，　TaM｝Ke・cTP・97・

⑤111．BqJla》KM，　AKTYaAbHble　Bonpocbl　onpeJLeneHvafl　9（POPeKTIiBHocTH　BHe田・

Heti　T・proB鵬伽aHoBe　x・3HHcTB・N・・8・1962・cTp・85・

⑥H．BonKoB，　Bonpocbl　peHTa6eabH6cTH，　BHeHllHeth　ToproBnM　B　BeHrepcKoth

　∂KoHoM四ecKo藍耳egaTH，　BHe田H朋ToproBnfl　No．10，1958，　cTp．42．

⑦r．1皿aranoB，　O　MeToAax　onpeAeneHHfi　SKoHoMHge6KToth　9ΦΦeKTHBHocTb　BH－

　eLllHeti　ToproBnva　B　rlo」lb田e・BHe皿HH5｛ToproBnH　・No・3・1962・cTp・20

⑧V．Cerniansky，　Ffagen　der　volkswirschaftlichen　Rentabilitat　des

　　Aussenhandels，　WirtschaftswissenschalちHeft’4／1’954．　S・497・

⑨A．BopMceHKo，　B．IIIacTKTKo，　Bonpocbl…，　TaM》Ke，　cTp．27．

⑩HaygHbie　ocHoBbl・　Me》KAYHapoAHoro　coUzanHcTHqecKoro　pa3AeneHvaA　TpyAa　・

　　ε》KoHoMHqecKaH　ra3Ta　16，　1L　1963，　cTp・41・

⑪　C°j一第」部門の生産物単位当りの総賃金支出　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　3i一第i部門の生産物単位あたりの賃金

　　　Aij一第i部門生産物の第j部門生産物単位あたりに対する総投入（減価償却を含

　　　　　　　　む）

　　　　　とすると
　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　C°j＝E3iAij
　　　　　　　　　　　　　　　i－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　またK3j一第j部門の生産物単位当り総賃金支出係数

　　　　　　　Pj一第j部門の生産物単位あたり価格

　　　　　とすると

　　　　　　　　　　　K・・身　

　　　　　である。　　　　　　・

　　r．JI．田araπoB，　Bonpocbl　gKoHoMvauecKoil　9ΦΦeKTHBHocTH．　BHe！llHePt　ToproB」IH・

B，，TH。K　M。，K・B・K…y・・B・・p・v・TeT・，　cep・・皿，∂・・H・M・…tPVip…eP・・’・・

　　No。5，　1963，　cTp・8r9・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

⑫．Ei）rtoH6MHoMHqecKHfi　ra3eTa，　TaM》Ke．およびK）．KooMHoB，　B　r　JlaAblrKH，

　　Bofipocbl　gKoHoMvagecKoil　9ΦΦeKTHBHocT騒Me＞KnyHapQAHo「o　couHa刀ncTMqecK『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　oro　pa3双eJleHHH’TpyAa，　BHelll耳Hfi　ToproBJIH　No・2・、1963・cTp・24・

⑬．周知のようにわが国の外貨手取率は　　　　　　　　　　　．　　　’　　．

曾
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　　　　　　　　　外貨手取率潭譜㌔

　　　　　　である。故に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　外貨手取率＝1・L・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　となりrが大きくなれぱ，外貨手取率も大きくなるという関係にたつ。

　　　　⑭Shan　Shu－SSu，　Ss巨Sh6n－Djun，　a．a．0りS．23．

　　　　⑮A．BoPHceHKb，　B．　IIIacTHTKo，　Bonpocbl…，，TaM　M（e，　cTp．29

　　　　⑯「・JI・IIIaranoB・BonpocbI　gKoHoMHgecKoth　3ΦΦeKTHBHocTH　BHemHeth　Topr－

　　　　　　oBnfl・BecTHHK　MocKoBcKoro　yHHBepcHTeT3，　cepHH　III．9KoHoMHKa．Φuaoco二

　　　　　　ΦH∬，1963，’CTP．11．

　　　　　　　　　　　n
　　　　⑰Kj＝ΣKi・Aij（j・＝1・∴…，　n）
　　　　　　　　　　　i・・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　Kj＝第j部門の最終単位あたりの総投資支出

　　　　　　Ki＝第i部門の資本必要度
E

　　　Aijは注⑪と同じもの

　　　　⑬「・皿laranoB・OMeToAax　oflpeAeJleHHH　gKoHoM四ecKoth　9ΦφeKTHBHocTH

　　　　　　BHe皿IH6h　ToproBJrH　B　nonb－e，　BHe田Hfifi　TopoB」IH，3，1963．

　　　　⑲　M・トランスッキイ，「外国貿易と投資の経済性の計算は調和されなければならな

　　　　　　い」『外国貿易』　1960年6号，但し　M7irtschaftsWissen『chaft　Heft　1／1963，

　　　　　　S．27．より

　　　　⑳　V．．コマレク．「外国貿易とむすびつく投資の効率」「計画経済』1960年4号1但

　　　　　　しvvirtsohaftsapissenschafr，，　Heft　1／1963．　S．28より

　　　　⑳B・qepHHHcK嘔∂KoHoMHKa　couHanvacTHgecKoti　BHeLIIHeth　ToproBnM・BHem－

　　　　　ToprH3AaT，　MoclくBa，　1963，　cTp．61・

　　　　⑳　⑲式は次のようにも書きがえられる

　　　　　　　　　　　　　1Pi　De　EPi
　　　　　　　　　K・・＝ΣP；’D、＝颪・η

　　　　　　　　　但しηは交易条件、　　　　　．　　　’＋　　　　　　　　　　　　、

　　　　　つまり，外国貿易の効率係数は，輸入支出．と輸出支出との比に交易条件をかけたもの

　　　　　　に等しい。

　　　　⑱F・、Faude・Kennziffern　zur　Untersuchung　der　Devisenrentabilitat

　　　　　von　Investitionen，　Z）er　AUssenhandel，　Nt．1／1963，　S．29．

　　　　⑳．「・CM叩・…6・3・T…F・「田・・a”・B・OU・HKa　・K・H・M田ecK・th・ΦΦ・KT・IB－

　　　　　HOCTH’BHerllHeti　ToproBrm，　HnaHoBoe　xo3兄黄cTBo，　N68，　1964．

　　　　　　および．　　　‘　　　　　　』　、　　．　’

　　　　　6・30ToB・n・田araJloB，　OflpeJleハHHe　3ΦΦeKTa，　noJlyqaeMoro　oTAeJlbHbl翼H
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，Tp、H・M・・T　y・acT・a　B　Da3Aen・HMM　・pyna・∂・・H・M・・ecKa・9ΦΦeKTHBH°c「b

。，瑚y・・p・A・・・…叩a卿・T・・ecK…pa3脚・HM…pY・・1・・M°cKBa・1965・

⑳cT鼠8瀦。H，　Cα。pyAHM．ecTB。　B，。。p細。・・…TBeHHbl・・6beK・・B

　KaK　MeToA　noBbI田eHHH　9ΦΦeKTHBHocTK　Me》KAyHapoAHoro　pa3瓦απeHHH　TpY－

na，∂。・H・M・・・…f・　・OlΦ・・…H・・Tb　M・瑚yH・p・AIH°・°c°llHaJI”cTHqecK°「°

　paeneA3Hua　Tpy八a，　ハ40cKBa，　1965・cTp・170－189，

⑳B．JlalLblrMH，　B．　TepexoB，　C∂B，　Me＞Krocy八apcTBeHHaH　cfieqvaann3aU朋H

。・・nep・p・B・田・・p…B・A・TBa・M・・p・B・・1・K・H・M・Ka　H　Me’KlkYHap°AHb’e

　OTHOllIeHvafl　11，　196ら　

⑳竹浪祥一郎「東の経済統合」『経済評論』1965年8月号115－116頁

皿　筆者の見解と今後の課題

　　1　社会主義貿易の効率の内容

社会議国の貿易にとってその効果とは1可であり・いかなる賜をもって効

率的といいうるか，ここで筆者の見解を述べてみよう。

いうまでもなく資本犠国における貿易の目的は・総資本の立場からいえ1ま

資本議経済体制の鮪，強化で効，個々の企業の立場からいえば・利潤の

実現である。国際分業による労働節約，労働生産性上昇，生産力増大は，それ

が利潤上昇に役立つ限り意味があり，したがってそれ自身が効果の基準ではな

い。効果の基準は，あくまで利潤である。その証拠に，いかにその国の生産力

増大のために必要な生産設備であっても，またそれが価格的にまたその他の条

件において有利・なものであっても，この生産設備の輸入が・この国の競争産業

の利潤にマイナスの影響を与える場合には，この生産設備の輸入は屡々制限さ

れ阻止されることがありうる。このようt4例は国際分業の利益＝生産力の増大

効果が利潤効果に完全に従属していることを物語っている6このように資本主

義社会における外国貿易の効率の大小は利潤の大小（直接にせよ間接にせよ），

によってはかられるし，また当然そうでなければならない。

　社会主義国の貿易の目的はこれとは基本的に異なる。社会主義国の貿易の目

的は，貿易によって，当該国の社会主義および共産主義建設を促進することで

あり，究極的には，これにもとずいて人民大衆の物質的・精神的要求をより充

分に充すことである．したがって当該貿易力渤果的であったかどうかは・その

貿易が当該国の社会主義および共産主義建設に対して貢献したかどうか。貢献

t

t
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　したとすればどの程度貢献したか，また，その貿易が人民大衆の生活水準の向

上に役立ったかどうかによる。

　　勿論，社会主義社会においても貿易によって関聯企業の『利潤』は上昇す

　る。しかしそれは単なる目的に対する手段であり，あるいは効果に対する一つ

の指標にすぎない・酸の目的あるし・は効果は，あくまで社会蟻，共産蟻

建設の促進であり，したがってまた，経済的には国の工業化の促進であり1生

産性上昇，生産力の増大である。

　　しかしまた，外国貿易は，元来，相手国のある経済分野であるから外国貿易

の効果は，自国のみに限られるわけではない。つまり自国の輸出は相手国の輸

入であり，自国の輸入は相手国の輸出であるから，自国の輸出入は反対方向に

おける他国の輸出入として，他国にそれなりの影響を与えることは明らかであ

る。この場合，相手国が，社会主義国であるか，資本主義国であるか，あるい

は後進磁国家であるかによって・この影響は異なる．また同じ繍㈱の国

でも，その国の発展段階，その国の具体的条件によって必ずしも同じではある

まい。しかしこのような相手国に鮒オス勿5の影響は，基本的には相手国自身

の問題であり，相手国自身の外国貿易の効果として把えることの出来るもので

ある。したがって当該国としては，相手国の経済体制がどうであろうと，自国

が欲するところの貿易・つまり平等・互恵，主権の相互尊重という貿易を相手

国との間で行なうということになうわけである。もっとも，前の論文でも指摘

したように，相手国が，社会主義国であるか，　あるいは後進民族国家である

か，あるいは資本主義国家であるか，ということによって，平等，互恵，主権

の相互尊重という一般原則にプラスした，援助的な性格をともなう貿易が加わ

ったり加わらなかったりすることは事実である。そのことによって，相手国の

貿易の効果も相違するが，　この場合でも基本的には相手国の経済体制によっ

て，効果は相違するわけであり，したがって社会主義国の外国貿易の効果とし’

ては，相手国にあたえる効果としては，どういう効果があるかは，一概にいう

ことが出来ない。したがって，外国貿易の対外的効果が存在することをみとめ

つつも，われわれが外国貿易の効果を一般的に述べる場合に，当該国にあたえ

る貿易の効果が主たる対象とならざるを得ないわけである。

　また外国貿易の効果は，単に経済的効果のみではない。その他の政治的，文

化的効果も存在する。場合によっては，社会主義国の貿易においては，政治

的，文化的効果を経済的効果より重視する場合さえ生じるであろち。たとえ

ば，社会主義国にとって，他国の民族解放斗争に対する物質的援助あるいは国
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家間の友好・平和の維持が大きな意義をもちうるが，社会主義国の場合，外国

貿易はこれら順献しうるからである。しかし・政治的・文化的効果も・社会

主義，共産主義の建設と結びつくのであり，いわば社会主義，共産主義建設に

対する，政治的，文化的貢献である。が，一般に政治的，文化的効果は非常に

多面的であり，複雑であり，かつ直接的なものから非常に間接的なものまでも

含まれるから，外国貿易の効果の中の重要な要勲形成するとはいえ・なお・

われわれが対象とする外国貿易の効果の問題は，主として経済的なものに限ら

れるようにならざるを得ない。

　また外国貿易の国内の社会主義建設あるいは共産主義建設にたいする影響は

つねにプラスの方向だけではない。外国貿易が社会主義，共産主義建設に対し

てマイナスの影響をおよぼすこともありうる。たとえば，外国軍易によって，

かえって，必要な産業部門の発展がおくれたり，国内の他の分野の経済効率が

悪化することもありうる。このようなことは，貿易価格が正しくうちたてられ

なかったり，また貿易品の選定が長期の経済発展観点からして誤ったりする場

合には生じうるであろう．したがって，われわれは・外国貿易の効果をみる場

合に，単に部分的，短期的にみるのみでなく，全体的，長期的にみ，効果をみ

ると同時に当該外国貿易がマイナスの作用を社会主義建設，共産主義建設にお

よぼしていないかを考慮すべきである。この場合に経済的側面のみでなく，政

治的，文化的側面をも，必要に応じて考慮すべきである。

以上のことを考慮において，貿易の効果を経済的なものに限れば・貿易の効

果は社会主義建設および共産主義建設を経済的に一層促進すること，いいかえ

れば，当該国の社会主義的工業化を促進し，生産性を上昇させ，支出を節約し，

生産力をたかめ，当該国の人民大衆の生活水準を高めることに外国貿易が役立

つということである。これを更に，分けて考えてみると，

　第1に，国際分業あるいは国際的専門化を通しての労働生産性の上昇，支出

の節約である。つまり，リカード的分業効果といわれるべき，いわゆる比較生

産費原理にもとずく労働の節約あるいは生産性の上昇（これをα1効果と呼ぼ

う）と，もう一つは，スミス的分業効果といわれるべき，専門化にともなう生

産の大規模化，合理化等による労働生産性の上昇である（これをα2効果と呼

ぼう）。通常ソ連その他の社会主義国で効率計算式を展開しているのは，この

種の効果（α1およびα2）である。

　第2に，一種の間接生産によるところの（つまり輸出品を生産することによ

って，輸入品を取得する），自国に必要な財の取得である。これは2つの側
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面からみられる。その1つは，当該国の生産性を高め，生産力を拡大するのに役

立つ技術的に高い労働手段なり生産要具，また良質な労働対象を獲得すること

（これをβ1効果と呼ぼう）である。また直接生産力の増大に貢献しないが，

良質な消費財の輸入も間接的には労働支出の節約に役立つ場合もありうる。こ

の効果は，貿易による生産力増大の品質的側面である。もう1つは，その国に

事実上欠乏する財貨を外国貿易を通して確保し，もってその国の一定の経済発

展率を維持するに必要な社会主義的拡大再生産過程の物財の釣合関係を保証す

ること（これをβ2効果と呼ぼう）である。

　社会主義貿易は，これらの効果を計画的・意識的に利用し，もって，社会主

義および共産主義建設の一層の促進に役立つようにされるべきである。

2　効率算定式について

　社会主義貿易の効率の計算式は，おのずから経済効果に限られるが，以≠，

この計算式について私見を述べよう。

　前に述べたα1効果，つまり比較生産費原理による労働の節約，支出の削減

である。この場合，論理そのものは簡単である。A財を輸出してB財を輸入し

ている場合を想定してみると，A財に含まれている社会的労働とB財に含まれ

ている（あるいは含まれると予想される）社会的労働を対比すればよい。この

貿易の効率をπとすると

　　　　　　B財支出労働　B財国内価値
　　　　　　ニ　　　　　　－－　　　　－－－－　－．　　　
　　　　　　A財支出労働『A財国内価値

　である。しかしこの場合は，輸入財と輸出財の交換比率が1であると仮定さ

れているから・これに交易条件を乗じなければ正確ではない。したがって

　　　　π一鵜朧×灘當繍獣朧麗×蜴条件

　これを一般的表現にすると

　　　πF鶉灘朧×雛籍史朧

　　　　藷麗朧×交易条件

　　　　　輸出品輸出価格　　　　　　　　　　　　　輸入品国内価値
　　　　＝輸出品国内価磧×輸入品輸天価格

　　　　＝輸出効率（収益性）×輸入効率（収益性）

（27），（27）’，（27）”，（27）’”式は（19）式と同じものである。

（27）

（27）

（27）”

（27）”’
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なったことになり，したがって効軸である・もしπ一1ならこ備出入は効

軸關獺得なしということになる・またもしπ＜1ならば・この轍入は

労働頗があったこと，つまり効軸にマイナスであっtこと臆味する・

したがって個々の商品の轍入について轍効率＞1諭入効率＞1なら些

必ずこの貿易は効軸である．ま備入品と輸蝸の轍比率が1より大で父

易条件≧1ならば，この貿易は必ず効率的である。
ところで（27）の諸式は，単一の鞘品と輸入品の関係からする個別的賜

の利益率である．これを一国全体の総合的貿易の効率nについて考えてみる

と，

　　　　　　輸入品国内価値総額
　　　　n＝＝輸画繭丙価殖総額

いま，uam額と輸纈が鞭しているとすると・上式に轍額÷轍額榛

じても値は変らないから，

　　　　n一翻全鯛離騰×藷灘

　　　　　禰品舗繭×鰯嘱響直纈

　　　　　一輸灘購鍮額×弊欝欝額

　　　　　　一繍出効率（収益率）×繍入効率（収益率）　　（28）

　　かくして＿国の貿易の綱率は，繍出効率（収益率）と繍入解（収益

　率）との積に等しい。

　　（28）式はまた次のように書きかえられる。

　　　　　n一鶉謡橿離灘籍x激難

　　　　　　一籍轟鋸金鮮鍛禺麗×覇雛繕纏実畏

　　　　　　一輸誰灘轟値×響灘欝値

　　　　　　一平均輸出効率×平均轍効率　　　　　（28）’
　　（28），（28）’1こおいてn＞1なる時，現行の貿易は・その国全体として労働

節約的賜であり，したがって効軸賜である・n－・の時・現行の貿易は

労即節約も館もなく，しtがって効軸｝こ損得はない・H＜°なる時謬
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行の貿易は労働浪費的であり・したがって，効率的にマイナスの賜である。

　つまり平均輸出効率＞1，平均輸入効率＞1ならば，現行の貿易は必ず，そ

の国の労働の節約に役立っており効率的である。

　（27）および（28）の諸式に生産の先行段階のそれをも含む投資を対象にす

れば

π’－m難灘塞轟×壁雛灘讐
　＝輸出投資効率×輸入投資効率 （29）

ここで輸出投資効率とは投資蝉位によってえられる外貨額であり，輸入投

資効率とは，外貨1単位の支出で可能となる投資節約額である。

　輸出入総額についていえば，

　　　n’一細謹鐙鱗趣品雛購

　　　　　一輸藷饗蕪額×轍品雛資纐

　　　　　＝総輸出投資効率×総輸入投資効率

　こμを平均であらわせば，

　　　　　＝平均輸出投資効率×平均輸入投資効率 （30）

　（30）式の意味するところは，当該国の現行の輸出入構造において，平均し

て投資1単位でえられる外貨額と，平均して外貨1単位の支出で可能となる投

飾約額の積である・この値が大きければ大きいほど，当該貿易の投鰍剰よ

よいことになり，この貿易構造は有利な貿易ということになる。但し，貿易の

総投資効率の場合の投資は，輸出および輸入品の直接投資のみに限られ，生産

のすべての先行段階の投資は除外せぎるを得ない。

　更に貿易の為替効率と投資効率の双方を考慮すると，

　　　　π”＝（輸出効率＋輸出投資効率・q）×（輸入効率＋輸入投資効率

・ q’）
（31）

但し，q，　q’は効率係数　（外貨1単位を入手あるいは支出するに対応する直

接投資の利子率）

　（31）は，一国全体あるいはその平均を考えることも出来る。

n”＝（総輸出効率＋総輸出投資効率・q）×（総輸入効率＋総輸入

　　　　　　　　投資効率・q’）　　　　　　　　（31）’
　なお，価値と価格の相応関係については，C＋D・Kを利用するか，あるい

は，原価プラス賃金×一定率にするか，なお問題が残る。
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　α2の効果については，それ自身に関しては

　　　　専門化後唖些晶生産労働支出　　　　　　　　　　　　（32）

　　　　　　　輸田品生産労働支出
であらわされる．この値が小さければ小さIKほど専門化による労働支出の減少

率は大きいことになる．したがってα・効果をも考麟入れ舗出効率は次の

ようになる。

　　　　　　灘翻繕＋礪篇繕働
　　　　　　輸出品国内価値＋輸出収益±璽門化による節麹労働

　　　　　＝一　　　　　　　輸出品国内価値

　　　　　　　　輸出収益＋専門化による節約労働　　　　　　　　　（33）

　　　　　＝1＋　　　　輸出品国内価値

　あるいはもっと簡単に　　　　　1

　　　　　　　　輸出品輸出墨格＿一一。，　　　　　・
　　　　　　専門化後の輸出品国内価値

　　　　　　　　　　　輸出品輸出廼格　　　＿＿　　　　　　　（33）’
　　　　　　繭画品国内価値一専門化による節約労働

搬に輸出効率の算定式P，／Pつまり輸出価格姻内価格で除すという式の

国内価格は，専門化後の国師格と教れ1ま・α・とα・の効果が購碍られ

るわけである。
轍の効率について桐様に考えれ1ま・輸入の場合は輸入財の生産を縮小す

ることによって増加する支出労働の増加力・考えられないこともないが＄実上

このことを舗してもあま憶味はないであろう・輸入財の生酸完全轍棄

すれば，飴を引上げるあるいは他産業に瀕する腰する支出が・余卿こ考

慮されることになる。この場合は，輸入収益性は

　　　　　　鰯遡倒籍蒲織醗極出

　　としてあらわされるであろう。

　β、効果は，次のようにして測定される・たとえばA財輪入する場合のβ・

効果を考えてみると，A騰入に腰な飴（一国岐出労働）を国内で投下

し暢合に得られる平均産出高（あるい1坪均利潤）とA財輔入し・A財を

利用することによって得られ纏鵠（利潤）と卿比によって得られる・

もっとも，この対比は期間や醐をいつに取るかという灘な問題が筋むの

で，この効果の正確な算定は実際にはカ・な咽難であろう・しかし聯的には

　いまのべたような方式で可能である、



『 66－（326）　　　　第17巻　第3号

　β2の効果を正確に算定することは事実上不可能である。しかしβ2効果は，

その国の再生産過程のバランスに関係するだけに効果としては極めて大きいも

のといわなければならなぴ。

　　　3　今後の問題点

　今後の問題として残るものを最後にいくつか列挙してみよう。

　　1　社会主義貿易の効率化の問題は，更に最近では，リニア・プログラミン

グの適用による外国貿易の最適化モデルの作成にまで進もうとしているが，効

輔題が実践から離れ・数字の遊戯に先走る恐れがないわけではない．効率

問題は，あくまで社会主義貿易の実践と結びつきながら発展されるべきであろ

う。実践，特に社会主義国の場合は，計画的実践とむすびつかない理論は，何

の意味ももたないだろう。

　2　効率問題ならびに効率算定式は，必ずしも社会主義国同志の貿易のみで

なく，対資本主義国同志の貿易にも1適用できるわけである。しかし，社会主義

国間貿易と，対資本主義貿易とでは価格その他においてかなりの相違がある。

この問題を考慮に入れた効率問題，　あるいは算定式が展開される必要があろ
う。

　3　効率問題をいわゆる『物質的刺戟』の問題とむすびつける必要はないば

かりでなくこれをむすびつけることは有害でさえある．効率問題はあくまで，

社会主義的生産力の増大という観点からなさるべきであって，資本主義的生産

力の増大という観点からなさるべきではない。『物質的刺戟』と『効率』とは

何の関係もない。

　4　効率問題は，価格論，価値論の貨幣論の問題とむすびつくが，就中，国

際価値論，為替論等の現在，社会主義国の理論戦線の弱い面を克服すべきであ

る。

　5　「効率」の基準の限界をはっきり認識すべきである。「効率」は社会主

義国の外国貿易政策の考慮すべき唯一の基準ではない。あくまで，重要ではあ

るが1つの基準である。社会主義国の外国貿易政策の基準は，政治的，経済的

な他の重要な基準がいくつもあることを知らなければならない。


